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1 キルケゴール 『さまざまの精神における建徳的講話3』､岩永達郎訳 『キルケゴールの講話･
遺稿集4』(新地書房､1981年)p.300
2 キルケゴール 『愛のわざ (第1部)』､武藤一雄･芦津丈夫訳 『キルケゴール著作集15』(白水
社､1995年)p.144｡












































































64キルケゴール 『三つの建徳的講話』､若山玄芳訳 『キルケゴールの講話 ･遺稿集2』(新地書
房､1981年)p.1330
65同上､p.129｡
6アウグステイヌス 『神の国』､松田禎二 ･岡野昌雄 ･泉治訳 『アウグステイヌス著作集 第15
巻』(教文館､1983年)pp.61-620
67 キルケゴール 『三つの建徳的講話』p.1290
